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３ 要旨 

トルコギキョウ等の連作障害が懸念される作物では、その対策として土壌消毒が繰り返されることがある。そこで、土壌

消毒の代表的な手法であるクロルピクリン消毒（クロピク区）及び還元消毒（還元区）による土壌細菌の変化について菌叢

（細菌の集団を指す）解析を用いて無消毒（無処理区）の土壌細菌と比較調査を実施した。 

クロピク区では、トルコギキョウの栽培終了時には、単純化した多様性の小さい菌叢となった。一方、還元区では、消毒

を行っていない土壌とは異なる菌叢になると共に、ある程度の多様性を保った。 

(1) クロピク区では、栽培終了後、無処理区の菌叢とは大きく異なる菌叢パターンであり、還元区では、無処理区と少し異

なる菌叢パターンとなった（図１）。 

(2) 栽培終了後の菌叢の多様性は、高い順に無処理区>還元区>クロピク区となり、クロピク区が最も低い多様性であった

（表１）。 

(3) 本成果は、公益財団法人北九州生活科学センターとの共同研究による成果である。 
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図1　各処理における菌叢（属レベル）の割合変化（単位：%）

※各処理は、平成29年4月17日～5月11日に実施した。
※4月17日：処理前、8月22日：トルコギキョウ栽培終了後。

※クロピク区及び無処理区の4月17日は、同一の解析結果。

※解析した5土壌検体の内、属の出現数3以上がどの結果にもなかった属を
その他として白色の□にまとめた。

4月17日 8月22日 4月17日 8月22日 4月17日 8月22日

クロピク区 還元区 無処理区

処理前 栽培後 処理前 栽培後
4月17日 8月22日 4月17日 8月22日

クロピク区 6.23 3.83 5.70 4.63

還元区 6.20 5.78 5.49 5.11
無処理区 6.23 6.21 5.70 5.63
※4月17日：処理前、8月22日：トルコギキョウ栽培終了後。

※クロピク区及び無処理区の4月17日は、同一の解析結果。

表１　各処理区における属レベルでの対数逆
Simpson指数及び修正Shannon-Wiener指数

※対数逆Simpson指数=log2(1/λ ), λ =Σni (ni -1)/N (N -1),  0

≦1-λ <1。多様度が大きいほど値は大きい。

※修正Shannon-Wiener指数=H
*
=H'+A /(2N +A /3.3), H' =-Σ

(ni /N )･log2(ni /N ), A =S+SS 1 /(S-S 1 )。多様度が大きいほど

値は大きい。

対数逆Simpson

指数(log2(1/λ))

修正Shannon-

Wiener指数(H * )

※ni ：i番目の属の出現数, N ：全出現数, S：属数, S 1 ：1個体だ

け出現した属数。


